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ポストセレコレポストセレコレ

セレコレは上方向と下方向の２種類の呼びを区別する。セレコレは上方向と下方向の２種類の呼びを区別する。

ポストセレコレはサービス階を２セクタ（Ｌ、Ｈ）に分割し、以下の６種類のポストセレコレはサービス階を２セクタ（Ｌ、Ｈ）に分割し、以下の６種類の

 呼びを区別する。呼びを区別する。

ＬＬ↑↑Ｌ：Ｌ内の出発階から上方のＬ内の行き先階に行く呼びＬ：Ｌ内の出発階から上方のＬ内の行き先階に行く呼び

ＬＬ↓↓Ｌ：Ｌ内の出発階から下方のＬ内の行き先階に行く呼びＬ：Ｌ内の出発階から下方のＬ内の行き先階に行く呼び

ＨＨ↑↑Ｈ：Ｈ内の出発階から上方のＨ内の行き先階に行く呼びＨ：Ｈ内の出発階から上方のＨ内の行き先階に行く呼び

ＨＨ↓↓Ｈ：Ｈ内の出発階から下方のＨ内の行き先階に行く呼びＨ：Ｈ内の出発階から下方のＨ内の行き先階に行く呼び

ＬＬ→→Ｈ：Ｌ内の出発階からＨ内の行き先階に行く呼びＨ：Ｌ内の出発階からＨ内の行き先階に行く呼び

ＨＨ→→Ｌ：Ｈ内の出発階からＬ内の行き先階に行く呼びＬ：Ｈ内の出発階からＬ内の行き先階に行く呼び



ＴＷＩＮＳ（Ｌ０の場合）ＴＷＩＮＳ（Ｌ０の場合）

セレコレの場合はＬセレコレの場合はＬ↑↑Ｌ、ＬＬ、Ｌ→→Ｈ、ＨＨ、Ｈ↑↑Ｈを区別しておらず、ＨＨを区別しておらず、Ｈ↓↓Ｈ、ＨＨ、Ｈ→→Ｌ、Ｌ、

 ＬＬ↓↓Ｌを区別していないので、平均運転間隔ＲＴＴ／２の「等間隔制御」でＬを区別していないので、平均運転間隔ＲＴＴ／２の「等間隔制御」で

 平均待ち時間が最小のＲＴＴ／４になる。平均待ち時間が最小のＲＴＴ／４になる。

ポストセレコレの場合は、セクタ内で移動する呼びとセクタ間を移動するポストセレコレの場合は、セクタ内で移動する呼びとセクタ間を移動する

 呼びが区別されているので、「ダイナミックな分散待機」による制御が可呼びが区別されているので、「ダイナミックな分散待機」による制御が可

 能になり、平均待ち時間が９ＲＴＴ／６４と、セレコレの９／１６に短縮でき能になり、平均待ち時間が９ＲＴＴ／６４と、セレコレの９／１６に短縮でき

 る。る。



ＴＷＩＮＳ（Ｌ１の場合）ＴＷＩＮＳ（Ｌ１の場合）

ポストセレコレの場合は、逆呼びに応答できるので、一方のかごがＬ内のポストセレコレの場合は、逆呼びに応答できるので、一方のかごがＬ内の

 上下運転を繰り返すことにより、Ｌ上下運転を繰り返すことにより、Ｌ↑↑ＬとＬＬとＬ↓↓Ｌの乗り合い運転ができ、前Ｌの乗り合い運転ができ、前

 の運転の背後呼びに応答できる。他方のかごがＨ内の上下運転を繰りの運転の背後呼びに応答できる。他方のかごがＨ内の上下運転を繰り

 返すことにより、Ｈ返すことにより、Ｈ↑↑ＨとＨＨとＨ↓↓Ｈの乗り合い運転ができ、前の運転の背後Ｈの乗り合い運転ができ、前の運転の背後

 呼びに応答できる。そのため、一方のかごはＬ内だけで一周運転を完了呼びに応答できる。そのため、一方のかごはＬ内だけで一周運転を完了

 し、他方のかごはＨ内だけで一周運転を完了する。従って、平均一周時し、他方のかごはＨ内だけで一周運転を完了する。従って、平均一周時

 間をＲＴＴ／２に半減し、平均待ち時間をＲＴＴ／８にできる。間をＲＴＴ／２に半減し、平均待ち時間をＲＴＴ／８にできる。

セレコレの場合は、逆呼びに応答できないので、一方のかごはＬ内だけセレコレの場合は、逆呼びに応答できないので、一方のかごはＬ内だけ

 で一周運転を完了できず、他方のかごもＨ内だけで一周運転を完了させで一周運転を完了できず、他方のかごもＨ内だけで一周運転を完了させ

 ることができない。そのため、２台のかごで相互に背後呼びに応答するこることができない。そのため、２台のかごで相互に背後呼びに応答するこ

 とになる。そうすると、平均一周時間は概ねＲＴＴとなり、平均待ち時間がとになる。そうすると、平均一周時間は概ねＲＴＴとなり、平均待ち時間が

 概ねＲＴＴ／４となる。概ねＲＴＴ／４となる。



ＴＷＩＮＳ（Ｌ２の場合）ＴＷＩＮＳ（Ｌ２の場合）

セレコレの平均一周時間をＲＴＴとする。説明を簡単にするために、基準階セレコレの平均一周時間をＲＴＴとする。説明を簡単にするために、基準階

 （Ｌ）以外のサービス階を２セクタ（Ｓ１，Ｓ２）に分割すると、Ｌ（Ｌ）以外のサービス階を２セクタ（Ｓ１，Ｓ２）に分割すると、Ｌ→→Ｓ１上昇Ｓ１上昇→→ＳＳ

 ２上昇２上昇→→Ｓ２下降Ｓ２下降→→Ｓ１下降Ｓ１下降→→Ｌと一周する。Ｓ１上昇では、Ｓ１Ｌと一周する。Ｓ１上昇では、Ｓ１↑↑Ｓ１の乗降Ｓ１の乗降

 とＳ１とＳ１→→Ｓ２の乗車で停止し、Ｓ２上昇ではＳ１Ｓ２の乗車で停止し、Ｓ２上昇ではＳ１→→Ｓ２の降車とＳ２Ｓ２の降車とＳ２↑↑Ｓ２の乗Ｓ２の乗

 降で停止する。Ｓ２下降ではＳ２降で停止する。Ｓ２下降ではＳ２→→Ｓ１の乗車とＳ２Ｓ１の乗車とＳ２↓↓Ｓ２の乗降で停止する。Ｓ２の乗降で停止する。

 Ｓ１下降ではＳ２Ｓ１下降ではＳ２→→Ｓ１の降車とＳ１Ｓ１の降車とＳ１↓↓Ｓ１の乗降で停止する。従って、各運Ｓ１の乗降で停止する。従って、各運

 転（ＲＴＴ／４）当たり平均３種類の乗降で停止する。転（ＲＴＴ／４）当たり平均３種類の乗降で停止する。
ポストセレコレの場合はＳ１上昇ポストセレコレの場合はＳ１上昇→→Ｓ２上昇Ｓ２上昇→→Ｓ１上昇と一周するが、Ｓ１上Ｓ１上昇と一周するが、Ｓ１上

 昇ではＳ２昇ではＳ２→→Ｓ１の降車とＳ１Ｓ１の降車とＳ１→→Ｓ２の乗車で停止し、Ｓ２上昇ではＳ１Ｓ２の乗車で停止し、Ｓ２上昇ではＳ１→→Ｓ２Ｓ２

 の降車とＳ２の降車とＳ２→→Ｓ１の乗車で停止する。このように各運転では２種類の乗降Ｓ１の乗車で停止する。このように各運転では２種類の乗降

 で停止するので、各運転のサービス時間は３種類の乗降で停止するＲＴＴ／で停止するので、各運転のサービス時間は３種類の乗降で停止するＲＴＴ／

 ４よりは短い。平均一周時間は二つの運転のサービス時間＋Ｓ２上昇終了４よりは短い。平均一周時間は二つの運転のサービス時間＋Ｓ２上昇終了

 階からＳ１上昇開始階までの走行時間（Ｔ）であるが、二つの運転のサービ階からＳ１上昇開始階までの走行時間（Ｔ）であるが、二つの運転のサービ

 ス時間とＲＴＴ／２との差とＴは相殺されるので、Ｌ２の平均一周時間はＲＴＴス時間とＲＴＴ／２との差とＴは相殺されるので、Ｌ２の平均一周時間はＲＴＴ

 ／２となり、Ｌ２の２台が「等間隔制御」されることで、平均待ち時間はＲＴＴ／／２となり、Ｌ２の２台が「等間隔制御」されることで、平均待ち時間はＲＴＴ／

 ８となる。８となる。
Ｓ１Ｓ１→→Ｓ２とＳ２Ｓ２とＳ２→→Ｓ１に応答するセレコレの場合はＳ１上昇Ｓ１に応答するセレコレの場合はＳ１上昇→→Ｓ２上昇Ｓ２上昇→→Ｓ２Ｓ２

 下降下降→→Ｓ１下降と一周し、平均一周時間は概ねＲＴＴとなり、平均待ち時間Ｓ１下降と一周し、平均一周時間は概ねＲＴＴとなり、平均待ち時間

 は概ねＲＴＴ／４となる。は概ねＲＴＴ／４となる。



セレコレ＋ＴＷＩＮＳセレコレ＋ＴＷＩＮＳ

ＴＷＩＮＳで交通が分割され、ＴＷＩＮＳで交通が分割され、

例えば３セクタの場合は、Ｓ１例えば３セクタの場合は、Ｓ１↑↑Ｓ１，Ｓ１Ｓ１，Ｓ１↓↓Ｓ１、Ｓ２Ｓ１、Ｓ２↑↑Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２↓↓Ｓ２，Ｓ３Ｓ２，Ｓ３↑↑Ｓ３、Ｓ３Ｓ３、Ｓ３↓↓Ｓ３、Ｓ１Ｓ３、Ｓ１→→Ｓ２，ＳＳ２，Ｓ

 
２２→→Ｓ１，Ｓ１Ｓ１，Ｓ１→→Ｓ３、Ｓ３Ｓ３、Ｓ３→→Ｓ１、Ｓ２Ｓ１、Ｓ２→→Ｓ３，Ｓ３Ｓ３，Ｓ３→→Ｓ２の合計１２種類の呼びがあるが、従来のセレコレのＳ２の合計１２種類の呼びがあるが、従来のセレコレの

 
群管理システムは、これらの全てに応答して、Ｓ１Ｕ群管理システムは、これらの全てに応答して、Ｓ１Ｕ→→Ｓ２ＵＳ２Ｕ→→Ｓ３ＵＳ３Ｕ→→Ｓ３ＤＳ３Ｄ→→Ｓ２ＤＳ２Ｄ→→Ｓ１Ｄと一周する。Ｓ１Ｄと一周する。

この平均一周時間をＲＴＴとする。各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６となる。この平均一周時間をＲＴＴとする。各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６となる。

Ｌ３のセレコレ版はＳ１Ｌ３のセレコレ版はＳ１↑↑Ｓ１、Ｓ１Ｓ１、Ｓ１↓↓Ｓ１、Ｓ１Ｓ１、Ｓ１→→Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２→→Ｓ１の４種類の呼びに応答し、Ｓ１ＵＳ１の４種類の呼びに応答し、Ｓ１Ｕ→→Ｓ２ＵＳ２Ｕ→→ＳＳ

 
２Ｄ２Ｄ→→Ｓ１Ｄと一周する。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、Ｓ１Ｄと一周する。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、

 
平均一周時間は２ＲＴＴ／３より短くなる。平均一周時間は２ＲＴＴ／３より短くなる。

Ｌ４のセレコレ版はＳ２Ｌ４のセレコレ版はＳ２↑↑Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２↓↓Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２→→Ｓ３、Ｓ３Ｓ３、Ｓ３→→Ｓ２の４種類の呼びに応答し、Ｓ２ＵＳ２の４種類の呼びに応答し、Ｓ２Ｕ→→Ｓ３ＵＳ３Ｕ→→ＳＳ

 
３Ｄ３Ｄ→→Ｓ２Ｄと一周する。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、Ｓ２Ｄと一周する。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、

 
平均一周時間は２ＲＴＴ／３より短くなる。平均一周時間は２ＲＴＴ／３より短くなる。

Ｌ５のセレコレ版はＳ３Ｌ５のセレコレ版はＳ３↑↑Ｓ３，Ｓ３Ｓ３，Ｓ３↓↓Ｓ３、Ｓ１Ｓ３、Ｓ１→→Ｓ３、Ｓ３Ｓ３、Ｓ３→→Ｓ１の４種類の呼びに応答し、Ｓ３ＤＳ１の４種類の呼びに応答し、Ｓ３Ｄ→→Ｓ１ＤＳ１Ｄ→→ＳＳ

 
１Ｕ１Ｕ→→Ｓ３Ｕと一周する。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、Ｓ３Ｕと一周する。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、

 
平均一周時間は２ＲＴＴ／３より短くなる。平均一周時間は２ＲＴＴ／３より短くなる。

このように、セレコレとＴＷＩＮＳを組み合わせることによって、平均一周時間を２ＲＴＴ／３にできる。このように、セレコレとＴＷＩＮＳを組み合わせることによって、平均一周時間を２ＲＴＴ／３にできる。

そして、２台の等間隔制御をすることで平均待ち時間をＲＴＴ／６にできる。そして、２台の等間隔制御をすることで平均待ち時間をＲＴＴ／６にできる。



ポストセレコレ＋ＴＷＩＮＳポストセレコレ＋ＴＷＩＮＳ

ＴＷＩＮＳで交通が分割され、サービス階が３セクタに分割される場合は、ＴＷＩＮＳで交通が分割され、サービス階が３セクタに分割される場合は、

Ｓ１Ｓ１↑↑Ｓ１，Ｓ１Ｓ１，Ｓ１↓↓Ｓ１、Ｓ２Ｓ１、Ｓ２↑↑Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２↓↓Ｓ２，Ｓ３Ｓ２，Ｓ３↑↑Ｓ３、Ｓ３Ｓ３、Ｓ３↓↓Ｓ３、Ｓ１Ｓ３、Ｓ１→→Ｓ２，Ｓ２Ｓ２，Ｓ２→→Ｓ１，Ｓ１Ｓ１，Ｓ１→→Ｓ３、Ｓ３Ｓ３、Ｓ３→→

 
Ｓ１、Ｓ２Ｓ１、Ｓ２→→Ｓ３，Ｓ３Ｓ３，Ｓ３→→Ｓ２の合計１２種類の呼びがあるが、従来のセレコレの群管理システムは、これらＳ２の合計１２種類の呼びがあるが、従来のセレコレの群管理システムは、これら

 
の全てに応答して、Ｓ１Ｕの全てに応答して、Ｓ１Ｕ→→Ｓ２ＵＳ２Ｕ→→Ｓ３ＵＳ３Ｕ→→Ｓ３ＤＳ３Ｄ→→Ｓ２ＤＳ２Ｄ→→Ｓ１Ｄと一周する。Ｓ１Ｄと一周する。

この平均一周時間をＲＴＴとする。各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６となる。この平均一周時間をＲＴＴとする。各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６となる。

Ｌ３はＳ１Ｌ３はＳ１↑↑Ｓ１、Ｓ１Ｓ１、Ｓ１↓↓Ｓ１、Ｓ１Ｓ１、Ｓ１→→Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２→→Ｓ１の４種類の呼びに応答し、Ｓ１ＵＳ１の４種類の呼びに応答し、Ｓ１Ｕ→→Ｓ２ＵＳ２Ｕ→→Ｓ１Ｄと一周すＳ１Ｄと一周す

 
る。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、その差の３個分はＳる。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、その差の３個分はＳ

 
２Ｕ２Ｕ→→Ｓ１Ｄの走行時間と相殺されるので、平均一周時間はＲＴＴ／２になる。Ｓ１Ｄの走行時間と相殺されるので、平均一周時間はＲＴＴ／２になる。

Ｌ４はＳ２Ｌ４はＳ２↑↑Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２↓↓Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２→→Ｓ３、Ｓ３Ｓ３、Ｓ３→→Ｓ２の４種類の呼びに応答し、Ｓ２ＵＳ２の４種類の呼びに応答し、Ｓ２Ｕ→→Ｓ３ＵＳ３Ｕ→→Ｓ２Ｄと一周すＳ２Ｄと一周す

 
る。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、平均一周時間はＲＴる。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、平均一周時間はＲＴ

 
Ｔ／２になる。Ｔ／２になる。

Ｌ５はＳ３Ｌ５はＳ３↑↑Ｓ３，Ｓ３Ｓ３，Ｓ３↓↓Ｓ３、Ｓ１Ｓ３、Ｓ１→→Ｓ３、Ｓ３Ｓ３、Ｓ３→→Ｓ１の４種類の呼びに応答し、Ｓ３ＤＳ１の４種類の呼びに応答し、Ｓ３Ｄ→→Ｓ１ＤＳ１Ｄ→→Ｓ３Ｕと一周すＳ３Ｕと一周す

 
る。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、平均一周時間はＲＴる。応答する呼びの数が少ないので各フェーズのサービス時間はＲＴＴ／６より短く、平均一周時間はＲＴ

 
Ｔ／２になる。Ｔ／２になる。

このように、ポストセレコレとＴＷＩＮＳを組み合わせることによって、平均一周時間をＲＴＴ／２にできる。このように、ポストセレコレとＴＷＩＮＳを組み合わせることによって、平均一周時間をＲＴＴ／２にできる。

そして、２台の等間隔制御をすることで平均待ち時間をＲＴＴ／８にできる。そして、２台の等間隔制御をすることで平均待ち時間をＲＴＴ／８にできる。



ポストセレコレとＴＷＩＮＳの相乗効果ポストセレコレとＴＷＩＮＳの相乗効果

交通がＳ１交通がＳ１↑↑Ｓ１，Ｓ１Ｓ１，Ｓ１↓↓Ｓ１、Ｓ２Ｓ１、Ｓ２↑↑Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２↓↓Ｓ２、Ｓ１Ｓ２、Ｓ１→→Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２→→Ｓ１でＳ１で

 構成されている時は、構成されている時は、

ポストセレコレ２台からなる群でエレベータシステム（Ｌ０）を構成することポストセレコレ２台からなる群でエレベータシステム（Ｌ０）を構成すること

 で、セレコレを用いたシステムに比べて平均待ち時間を９／１６にできる。で、セレコレを用いたシステムに比べて平均待ち時間を９／１６にできる。

Ｓ１Ｓ１↑↑Ｓ１、Ｓ１Ｓ１、Ｓ１↓↓Ｓ１、Ｓ２Ｓ１、Ｓ２↑↑Ｓ２、Ｓ２Ｓ２、Ｓ２↓↓Ｓ２に応答するポストセレコレ２台Ｓ２に応答するポストセレコレ２台

 からなる１群（Ｌ１）とＳ１からなる１群（Ｌ１）とＳ１→→Ｓ２とＳ２Ｓ２とＳ２→→Ｓ１に応答するポストセレコレ２台かＳ１に応答するポストセレコレ２台か

 らなる１群（Ｌ２）とでエレベータシステム（Ｌ１＋Ｌ２）を構成することで、ＲＴらなる１群（Ｌ２）とでエレベータシステム（Ｌ１＋Ｌ２）を構成することで、ＲＴ

 Ｔをセレコレを用いたシステムに比べて半減でき、平均待ち時間を半減でＴをセレコレを用いたシステムに比べて半減でき、平均待ち時間を半減で

 きる。きる。

サービス階がＳ１，Ｓ２，Ｓ３の３セクタに分割される場合は、前述のように、サービス階がＳ１，Ｓ２，Ｓ３の３セクタに分割される場合は、前述のように、

 Ｌ３，Ｌ４，Ｌ５でシステム（Ｌ３＋Ｌ４＋Ｌ５）を構成することで、セレコレを用Ｌ３，Ｌ４，Ｌ５でシステム（Ｌ３＋Ｌ４＋Ｌ５）を構成することで、セレコレを用

 いたＴＷＩＮＳに比べＲＴＴを３／４に短縮でき、平均待ち時間を３／４に短いたＴＷＩＮＳに比べＲＴＴを３／４に短縮でき、平均待ち時間を３／４に短

 縮できる。縮できる。

ＴＷＩＮＳのポストセレコレは、単独のポストセレコレよりもフェーズ遷移がＴＷＩＮＳのポストセレコレは、単独のポストセレコレよりもフェーズ遷移が

 シンプルになり、平均乗車時間が短縮される。シンプルになり、平均乗車時間が短縮される。
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